
１　管内水産業の概況

　管内の水産業は、サンマ、スケトウダラ、ホタテガイ等を主体とする漁船漁業、秋サケを主体とする定置網漁業及びコン

ブ、ウニ、アサリ等を主体とする採介藻漁業からなっている。

　令和２年の管内生産（属地）は、数量が約９６．４万トンで全道の約８．４％を占めており、振興局別では５位となっている。

生産額は約３０９億円余りとなっており、全道の約１５％を占め、振興局別では３位となっている。管内の主要魚種である、さ

け、さんま、ほたて、たらは全体の５７％を占めており、数量及び金額でほたてが１位となっている。近年はイワシの漁獲量

が増えており、数量は全体の７％ほど占めているものの、金額は全体の１％となっている。

　過去１０年間の推移を見ると、数量は平成２５年まで２０万トン前後で推移していたが、平成２５年に２０万トンを割ってから

減少が続いている。 令和２年は前年と比べ約２０％減少の９６．４万トンとなり、１００万トンを割る結果となった。 近年の金

額は魚価高により５００億円前後で推移していたが、平成２９年から減少傾向となっている。令和２年は前年と比べ２３％減

少の約３０９億円となった。

（１）漁業生産の概況

管内主要魚種別生産高

振興局別漁業生産高

（資料：北海道水産現勢（R２年)）

管内における近年の漁業生産高推移

数量 金額

数量 金額

合計
96,430㌧

合計
30,856,315

合計
1,144千㌧ 合計

202,723

-　２　-



（２）漁業経営体の概況

管内の漁業経営体数は１，３０９経営体であり、全道の１２％を占める。振興局別では３位となっている。
年々経営体数は減少しており、５年前と比較し１８％減少している。

（資料：２０１８年漁業センサス）

振興局別漁業経営体数 漁業経営体数の推移

振興局別漁業種類別経営体数

宗谷

1,548 
オホーツク

805 

根室

1,309

釧路

1,091

十勝

202

日高

1,156 

胆振

552 

渡島

2,885

檜山

455 

後志

628 

留萌

361 
石狩

97 

合計
11,089
経営体

-　３　-



（３）漁船勢力の概況

（４）漁港数

管内の漁港数は19漁港あり全道の約８％を占めている。
平成26年10月に第３種落石漁港に第１種昆布盛漁港が編入し、第３種落石漁港（落石地区、浜松地区、昆
布盛地区）に再編された。

これら漁港のほか根室港（花咲港区、根室港区）の２港湾を有している。

振興局別漁港数 管内種別漁港数

合計
243漁港

種別

第 4 種
離島その他辺地にあって漁場の開発又は漁船の避
難上特に必要なもの

区分範囲

第 １ 種

第 2 種

その利用範囲が地元の漁業を主とするもの

その利用範囲が第１種漁港より広く、第３種漁港に
属しないもの

第 3 種 その利用範囲が全国的なもの

○漁港の種類

漁港の種類は、漁船の利用範囲によって漁港漁場整備法第５条及び第１９条の３に基づき、

下表のように分類されています。

漁港数

12

4

1

2

19

市町村名

第 １ 種

第 2 種

第 3 種

第 4 種

合　　計

（令和3年（2021年）4月現在）

振興局別漁船隻数

管内の漁船隻数は３，５５３隻であり、全道の約１５％を占める。振興局別では２位となっている。
過去１０年間の推移を見ると、年々減少しており、１０年前と比較し約１９％減少している。

管内漁船隻数の推移

（資料：北海道漁船統計表（令和２年12月現在））

合計
23,183隻

－　４　－


